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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

幼・小・中一体型の放課後子ども教室

北海道幌延町

放課後子ども教室「おひさま子育て会」

問寒別小中学校

　

　

	

放課後
子供教室

	 コーディネーター数	 子供の平均参加人数 	 年間開催日数	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 6 人	 48 日	 有	 無	 無	 無
	 　	 実　施　場　所	 開始年度	 放課後児童クラブとの連携
	 	 ホール　ほか	 15 年度	 連携なし

　

活
動
の
概
要
・
経
緯

■活動のきっかけ
　地域に小学生の放課後の居場所がない、という課題があり、保護者から「子供たちの遊びの幅を広げるために、小学生の居
場所が欲しい」という要望があり、平成15年４月に「おひさま子育て会」を開設した。もともと、保育所入所前の親子を対象
にした居場所づくりを行っており、乳幼児の親子の居場所づくり事業を拡大することで事業が円滑にスタートした。そのため、
午前中は乳幼児のみ、午後から幼児と小学生が対象となっており、幅広い年齢層の子供たちの交流の場となっている。
■場　所：町民会館を拠点に公園や学校も活用。
■活動日・回数：毎週木曜日を基本に、年48回の開催。
■参加者登録：小学生７名（全校児童）、乳幼児13名
■スタッフ登録：地域の大人11名、中学生８名
■内　容：子供たちの見守りと自由遊びを中心に実施。屋内では、オセロや将棋、折り紙、工作、絵本の読み聞かせ、紙芝居など。
屋外では、公園遊具遊びや鬼ごっこ、球技など。その他、季節の各種イベントや水泳教室など。

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
・�各種イベントを開催し子供たちが地域の大人たちと交流する機会を提供している。
・�町民文化祭に参加し地域に子供たちの活動をPRしている。
・�保育所の空きスペースを活用し、保育所児童と乳幼児、保護者同士の交流を促している。
・�夏休み期間中に講師を招き、水泳教室を開催。（８年目）
・�小学生も参加するだけでなく、小さい子供たちを見守るなど活動への意識に変化が生まれ、参加していた小学生が中学生になると、ボランティ
アスタッフとして協力。
　⇒小学生の学習支援や遊びのルール等をわかりやすく教えている。
・�小学生のほかに乳幼児の親子も参加している。
　⇒�午前中は乳幼児とその保護者を対象に、午後から小学生も対象に実施。 乳幼児の親たちが子育てについて交流する貴重な場（機会）となっ
ている。

【実施に当たっての工夫】
・�乳幼児が保育所に入所、幼児が小学校に入学してもなじみやすいように、各施設を定期的に活用して実施している。
・�地域の大人たちや青年組織と連携し、イベント事業を実施している。
・�中学校と連携し、中学生がボランティアとして参加できるよう活動時間を調整している。また、中学校の教員にも活動の様子を見ていただい
ている。
・�乳幼児の子を持つ親に運営を補助してもらいながら、次代の運営者を養成している。

■事業を実施して
・�子供たちの家が遠く離れているため、放課後遊ぶことが難しかったが、この取組を通して、子供たち
の遊び場ができ、放課後の活動が充実した。
・�幼児だった子供が小学生になっても継続して参加し、中学生になりボランティアスタッフとして活動
に協力してくれていることに、子供たちの成長を地域で感じる。
・�人口は少ないが、住宅地が散在しているため、容易に親同士が交流できない。乳幼児の親たちが子育
てについて交流する貴重な場（機会）となっている。
・�保育所を活用することで幼児が保育所へ入所した後も、スムーズに環境になじむことができている。

■その他
　少子化を背景とした小学校・中学校の統廃合が進み、管内の町村には、中学校１校、小学校のうち中
心校が１校と遠隔地に数校が設置されている状況にある。当該事業は、遠隔地の小学校区で行われてい
る取組であるため、地域に居住する少人数の小学生を対象に事業を実施することや、事業を運営する支
援者の確保が大変困難な状況にある。また、遠隔地であるからこそ、放課後の子供の居場所が学校と自
宅に限られるような環境に陥りやすく、他の地域においても課題となっている。
　当該事業では、小学生と幅広い年齢層の住民が１つの居場所を共有し、各年齢層の学習ニーズに応じ
た活動を提供しており、他町村の遠隔地における放課後子ども教室の在り方のモデルとなる取組である。
■

■ 　

トナカイを借りたクリスマス会

ボランティアの中学生と遊ぶ子供たち


